
数学科学習指導案 

指導者  豊内 智仁 

 

１ 日  時  令和５年 11 月 18 日（土） 第２校時（10：05～10：55） 

２ 学年・



７ 指導計画（全 12 時間） 

次 時 学習内容 

０ １ 合同な図形をもとにした定理発見Ⅰ（本時１／12） 

１ 

２ 直角三角形の合同条件 

３ 二等辺三角形と正三角形になるための条件 

４ 二等辺三角形と正三角形の性質の証明 

２ 

５ 平行四辺形になるための条件 

６ 平行四辺形の性質の証明 

７ 特別な平行四辺形の定義と性質 

８ 平行線と図形の面積の関係 

３ 

９ 見つけた定理の証明① 

10 見つけた定理の証明② 

11 合同な図形をもとにした定理発見Ⅱ 

12 まとめ 

 

８ 本時の目標 

 合同な図形の性質から，新たな図形に関する性質を見つけることができる。【思考・判断・表現】 

 

９ 「教科等本来の魅力に迫るための教師の資質能力」との関連 

基準 具体的な児童・生徒の姿 

Ⅲ 
合同な図形の性質から図形に関する性質を見つけることができており，『発見カード』を完

成させることができている。 

Ⅱ 
合同な図形の性質から図形に関する性質を見つけることができており，『発見カード』の図

の部分を書くことができている。（評価規準） 

Ⅰ 
合同な図形の性質から図形に関する性質を見つけようとしている。『発見カード』に記述な

し。 

手立て【関連する教師の資質能力】 

〇図形の操作を具体物ではなく，GeoGebra での操作にした。線分や角の大きさなどの必要な数量が

表示されるため，証明をしなくても実際に確かめながら性質を発見することができる。【授業構想力】 

〇２つの合同な図形からひし形，正方形，長方形，平行四辺形，たこ型などの新しい図形を作ってい

る生徒を机間指導で見取り，紹介することで，図形に関する性質を見つけることができない生徒の思

考のサポートをする。【授業実践力】 

 



10 学習の展開 

 

学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 

１．具体例を共有する。 

 

  △ABC≡△DEF ならば 

  BC//EF 

 

 

 

 

２．課題を提示する。 

 

 

３． 課題に取り組む。 

（想定される生徒の意見） 

・合同な図形の辺や点を重ねると性質のある図形が

できそうだ。 

 

 

 

・合同な図形を重ねたりしてできる点を線分で結ぶ

と何か性質がありそうだ。 

 

 

 

４. グループで『発見カード』を分類する。 

 

 

 

５．全体で交流する。 

（想定される生徒の意見） 

・線分を伸ばすことで新しい性質を見つけることも

できるのか。 

・本当に発表された図形に関する性質は正しいのか。

（本当に正方形，長方形，平行四辺形，二等辺三角

形になっているといえるのかなど） 

６．まとめをする。 

〇具体例を提示し，合同な図形の性質から新

たな図形に関する性質が導けることを全体

で確認する。 

〇


